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飯
倉
洋
一
氏
著
『
上
田
秋
成
―
絆
と
し
て
の
文
芸
』
は
、
一
般
読
者
を
対
象

と
し
た
大
阪
大
学
出
版
会
の
選
書
「
阪
大
リ
ー
ブ
ル
」
の
三
九
冊
目
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
没
後
二
〇
〇

年
記
念 

上
田
秋
成
」
展
に
お
い
て
実
務
を
担
当
し
、
数
多
く
の
秋
成
遺
墨
に

接
し
た
著
者
が
、
表
現
者
・
上
田
秋
成
の
全
像
を
簡
明
軽
快
に
説
き
あ
か
す
。

　

本
論
の
章
立
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

序　

章　

新
た
な
秋
成
像
を
求
め
て

　
　

第
一
章　

秋
成
の
人
生
を
読
む

　
　

第
二
章　

歌
文
で
繋
が
る
―
大
坂
で
知
り
合
っ
た
人
々

　
　

第
三
章　

歌
文
で
親
し
む
―
京
都
で
交
わ
っ
た
人
々

　
　

第
四
章　

秋
成
が
感
謝
す
る
神
々

　
　

第
五
章　
『
雨
月
物
語
』『
春
雨
物
語
』
を
読
み
直
す

　

序
章
で
は
、『
雨
月
物
語
』
作
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
秋
成
の
文
業
の
中

心
が
、
小
説
で
は
な
く
、
和
歌
や
和
文
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
が

秋
成
の
肉
筆
資
料
と
し
て
今
日
に
伝
わ
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
す
る
。
秋
成
の

自
筆
資
料
は
千
点
を
越
え
る
と
い
う
が
、
か
く
膨
大
に
残
さ
れ
た
秋
成
の
和
歌

や
和
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
あ
る
特
定
の
読
者
に
向
け
て
、
あ
た
か
も
手
紙
を
認

め
る
か
の
よ
う
に
製
作
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
本
書
の
中
核
を
成
す
の
は
第
二

章
か
ら
第
四
章
に
か
か
る
三
章
で
、
秋
成
の
和
歌
・
和
文
を
縦
横
に
引
用
し
つ

つ
、
そ
の
交
友
の
広
が
り
と
深
さ
が
実
に
豊
か
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
豊
か

さ
は
、
近
年
飛
躍
的
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
秋
成
伝
記
研
究
の
成
果
を
反
映
す
る

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
代
語
訳
と
原
文
を
巧
み
に
使
い
分
け
、
読
み
や
す

さ
を
旨
と
し
な
が
ら
原
文
の
呼
吸
を
も
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
、
著
者
の
配

慮
の
た
ま
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
五
章
に
は
、「
絆
」
を
鍵
語
と
し
て
、
秋
成
の

代
表
作
『
雨
月
物
語
』『
春
雨
物
語
』
の
二
書
を
め
ぐ
る
作
品
論
が
展
開
さ
れ
る
。

 

（『
上
田
秋
成
―
絆
と
し
て
の
文
芸
』　

大
阪
大
学
出
版
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二
〇
一
二
年
一

二
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二
五
八
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二
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お
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